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　　　　新たなる中小企業への取組み講演会  （記事 2頁）

　

四
月
一
日
か
ら
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全
施
行

さ
れ
、
新
た
に
中
小
事
業
者
も

対
象
と
な
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
年
間
五
一
一

〇
万
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
「
容
器
包
装
廃
棄
物
」
は
、
容

積
比
で
約
六
〇
％
も
の
割
合
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

法
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
を
目
的
に

九
七
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、
大
規
模
事
業
者
に
対

し
て
、
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
再
生
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　

四
月
か
ら
は
、
対
象
が
紙
類
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
包
装
物
ま

で
広
が
る
。
こ
れ
ま
で
猶
予
さ
れ

て
い
た
中
小
事
業
者
も
対
象
と
な

る
。

　

製
造
業
で
は
、
従
業
員
二
十
人
以
下
で
年
間
売
上
高
二

億
四
千
万
円
以
下
、
そ
の
他
の
業
種
で
は
従
業
員
五
人
以

下
で
年
間
売
上
高
七
千
万
円
以
下
の
企
業
を
除
き
、
再
商

品
化
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
対
象
業
種
が
全
国
で
五
十

二
社
か
ら
、
一
気
に
十
数
万
社
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

義
務
を
果
た
さ
な
い
企
業
に
対
し
て
は
、
五
十
万
円
以

下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
う
た
わ
れ
た
基
本
理
念

は
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
リ
サ
イ
ク

ル
の
役
割
を
担
う
。
す
な
わ
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
義
務
を

担
う
「
特
定
事
業
者
」、
分
別
収
集
を
行
う
「
市
町
村
」、

分
別
排
出
を
行
う
「
消
費
者
」
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
、
ゴ

ミ
が
資
源
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
「
容
器
」
と
は
、
商
品
を
入
れ
る
も
の
（
袋
も
こ
れ
に

含
ま
れ
る
）、「
包
装
」
は
商
品
を
包
む
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
は
、「
商
品
が
消
費
さ
れ
た
り
、

商
品
と
分
離
さ
れ
た
場
合
に
不
用

と
な
る
も
の
」
を
容
器
包
装
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
軌
道
に
乗
せ
る

に
は
、
再
商
品
化
施
設
の
整
備
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

開
発
な
ど
へ
の
取
り
組
み
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
企
業
経
営
者
の
意
識
改
革
も
必
要
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
対
象
と
な
る
企
業
に
法
の
趣
旨
を
周
知

徹
底
さ
せ
る
に
は
、
関
係
者
の
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
完
全
施
行

新
た
に
中
小
事
業
者
も
対
象
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支
え
る
た
め
に
、中
小
企
業
基
本
法

及
び
中
小
企
業
関
係
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

中
小
企
業
基
本
法
で
は
、同
法
の

基
本
理
念
が
、中
小
企
業
の
柔
軟
性

や
創
造
性
、機
動
性
に
着
目
し
、中
小

企
業
こ
そ
が
我
が
国
経
済
の
発
展
と

活
力
の
源
泉
で
あ
り
、中
小
企
業
の

自
助
努
力
を
支
援
す
る
改
正
と
な
っ

て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

中
小
企
業
支
援
施
策
関
連
の
改
正

で
は
、中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
活

性
化
等
の
た
め
の
中
小
企
業
関
係
法

律
の
一
部
改
正
で
、中
小
企
業
の
事

業
活
動
に
必
要
な
資
金
の
供
給
の
円

滑
化
、事
業
協
同
組
合
等
の
組
織
の

活
性
化
、中
小
企
業
者
の
行
う
技
術

に
関
す
る
研
究
開
発
等
に
対
す
る
支

援
の
強
化
等
に
つ
い
て
次
の
法
律
等

が
整
備
さ
れ
た
。

　

▽
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
信

用
保
証
協
会
法
の
一
部
改
正
▽
中
小

企
業
金
融
公
庫
法
等
の
一
部
改
正
▽

中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
の

一
部
改
正
▽
中
小
企
業
団
体
の
組
織

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
▽
中
小

（２）

松尾中小企業庁組織課長が講師

法改正・支援策を説明
新たな中小企業への取組み講演会

　

講
演
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、辻

会
長
は「
中
小
企
業
国
会
で
の
法
改

正
、施
策
の
変
更
等
を
十
分
理
解
し

た
上
で
、こ
れ
か
ら
の
景
気
浮
揚
は
、

全
国
九
九
・
七
％
の
中
小
企
業
が
中

心
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

松
尾
課
長
の
講
演
は
、日
本
経
済

の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
を

支
援
制
度
の
理
解
と
活
用

中
小
企
業
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

岐
阜

in

　

通
産
省
・
中
小
企
業
総
合
事
業
団

な
ど
が
主
催
し
た
、『
中
小
企
業
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

岐
阜
』が
二
月
二
十

in

四
日
、中
小
企
業
の
皆
さ
ん
約
百
五

十
人
を
対
象
に
岐
阜
市
の
メ
ル
サ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
国
が
設
置
し

た
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

促
進
を
目
的
に
開
催
。は
じ
め
に
、　（株）

焼
肉
屋
さ
か
い
の
坂
井
哲
史
会
長
が

「
創
業
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
は
」を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
、中
小
企
業
庁
指

導
部
の
松
尾
隆
之
組
織
課
長
が「
新

時
代
の
中
小
企
業
施
策
」を
テ
ー
マ
に

施
策
説
明
、続
い
て
、「
岐
阜
の　

世
紀

21

を
切
り
拓
く
」を
テ
ー
マ
に
、パ
ネ

ラ
ー
に
坂
井
会
長
、信
田
哲
彦
社
長

（　

カ
ル
コ
ス
）、古
田
千
尋
主
任
研
究

（株）員（　

共
立
総
合
研
究
所
）、コ
ー
デ
ィ

（株）
ネ
ー
タ
ー
に
三
輪
宏
道
岐
阜
新
聞
論

説
委
員
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
二
月
二
十
四
日
、
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
組
合
運
営
問
題
研
修
会
の
一

環
と
し
て
中
央
会
の
役
員
及
び
県
職
員
を
対
象
に
『
新
た
な
中
小
企
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
講
演
会
』
を

開
催
し
た
。
講
師
の
中
小
企
業
庁
指
導
部
組
織
課
の
松
尾
隆
之
課
長
か
ら
、
新
時
代
へ
の
中
小
企
業
施
策
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
日
、
岐
阜
市
の
メ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、『
中
小
企
業
支
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
i
n
岐
阜
』
で
も
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
中
小
企
業
施
策
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

新
た
な
中
小
企
業
へ
の
取
組
み
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

岐
阜

in

企
業
の
創
造
的
事
業
活
動
の
促
進
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
▽

新
事
業
創
出
促
進
法
の
一
部
改
正
▽

中
小
企
業
ソ
フ
ト
支
援
体
制
の
整
備

▽
中
小
企
業
関
係
税
制
の
抜
本
改
革

▽
平
成
十
二
年
度
中
小
企
業
対
策
関

連
予
算
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、松
尾
課
長
は
、「
新
時
代

の
中
小
企
業
施
策
と
し
て
〜
日
本
を

元
気
に
す
る
〜
を
目
的
に
各
種
支
援

制
度
を
よ
り
充
実
し
ま
し
た
。そ
こ

で
、中
小
企
業
者
・
組
合
等
の
方
々
に

十
分
に
支
援
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
」と
講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。
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平
成
十
一
年
度
の
『
中
小
企
業
団

体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
二
月

二
十
五
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で

開
催
し
た
。
情
報
連
絡
員
は
中
央
会

が
主
要
八
十
五
組
合
を
対
象
に
委

嘱
。
情
報
連
絡
員
会
議
に
四
十
一
人

が
出
席
し
た
。

　

な
お
、
柴
田
英
文
県
経
営
指
導
課

課
長
補
佐
兼
組
合
指
導
係
長
、
堀
江

弘
保
岐
阜
財
務
事
務
所
財
務
課
長
、

木
村
徹
商
工
中
金
岐
阜
支
店
次
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
森
本
専
務
理
事
が
座
長

と
な
り
、
県
内
中
小
企
業
の
現
況
な

　

中
央
会
と
岐
阜
県
中
小
企
業
産
業

廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
は
三
月
八
日
、

『
同
会
議
研
究
員
会
議
』
を
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
財
団
法
人
地
球
環
境
村

ぎ
ふ
の
村
瀬
正
俊
専
務
理
事
が
「
岐

阜
圏
域
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
に
関

す
る
調
査
結
果
」
を
報
告
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
・
事
例
報
告
と

し
て
、「
炭
化
・
焼
成
装
置
並
び
に
故

紙
ス
ラ
ッ
ジ
等
を
活
用
し
た
土
壌
改

良
材
の
開
発
」
に
つ
い
て
を
㈱
ク
リ

エ
ー
ト
サ
ン
の
後
藤
利
夫
会
長
が
説

明
し
た
。

　

同
社
は
、平
成
十
年
三
月
に
㈱
エ
コ

ロ
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
設
立
。平
成
十
一

年
三
月
に
は
故
紙
ス
ラ
ッ
ジ
を
原
料

と
し
た
付
加
価
値
商
品
の
開
発
と
事

業
化
で
創
造
法
の
岐
阜
県
知
事
認
定

情
報
連
絡
員
全
体
会
議

ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
情
報
交
換

を
行
っ
た
。

　

▽
岐
阜
県
菓
子
（
工
組
）
＝
業
況

に
は
地
域
差
が
あ
る
。
岐
阜
地
域
は

悪
い
。倒
産
は
無
い
が
、
山
間
地
区
で

後
継
者
難
に
よ
る
廃
業
が
あ
る
。
経

営
革
新
支
援
法
の
活
用
を
研
究
し
て

い
る
。

　

▽
岐
阜
ニ
ッ
ト
雑
貨
（
協
）
＝
ニ
ッ

ト
製
品
の
売
上
は
、
昨
年
は
前
年
割

れ
、
一
月
は
前
年
比
二
〇
％
Ｕ
Ｐ
、

二
月
は
ま
た
割
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

▽
岐
阜
県
ニ
ッ
ト
（
工
組
）
＝
十

一
月
に
全
国
ニ
ッ
ト
工
連
は
非
常
事

態
宣
言
を
出
し
た
。
平
成
十
一
年
の

輸
入
品
の
占
有
率
は
八
〇
％
〜
九

〇
％
に
な
る
。

　

▽
岐
阜
県
木
材
工
業
団
地
（
協
）

＝
昨
年
十
月
以
降
も
堅
調
で
は
あ
る

が
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
繁
忙
に
よ
る

も
の
で
、
旧
流
通
形
態
に
係
る
事
業

者
は
厳
し
い
。
内
陸
型
と
言
わ
れ
る

が
、
三
分
の
一
が
休
業
状
態
に
あ
る

と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

▽
岐
阜
県
紙
器
（
工
組
）
＝
輸
入

品
の
圧
迫
で
価
格
低
下
、短
納
期
化
、

「
容
包
法
」対
策
の
問
題
で
業
界
は
悪

く
な
っ
て
い
る
。「
容
包
法
」
に
よ
り
、

使
用
す
る
素
材
、
加
工
法
を
変
え
る

な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を
必
要
と

し
て
い
る
。

　

▽
全
国
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
（
工
組
）

＝
平
成
三
年
の
出
荷
は
九
千
五
百
万

平
方
㍍
、
平
成
十
年
は
六
千
二
百
万

平
方
㍍
、
平
成
十
一
年
は
一
割
ほ
ど

減
る
。建
設
の
落
ち
込
み
に
よ
る
。内

装
タ
イ
ル
は
も
っ
と
厳
し
い
。

　

▽
関
連
合
刃
物
（
協
）
＝
輸
出
は
、

昭
和
五
十
九
年
二
百
三
十
二
億
円
、

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
一
年
推

計
八
十
億
円
、同
内
需
は
百
九
億
円
。

平
成
十
一
年
は
前
年
比
三
・
五
％
の

減
少
で
、価
格
低
下
も
問
題
。

　

▽
岐
阜
県
機
械
金
属
商
業
（
協
）

＝
ト
ヨ
タ
の
下
請
け
で
良
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
業
界
総
合
で
は
悪
い
。金

産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議

を
取
得
。ま
た
、平
成
十
一
年
二
月

に
は
、㈱
リ
エ
ー
ト
サ
ン
に
改
称
し
た
。

（
資
本
金
二
千
六
百
五
十
万
円
。）

　

同
社
は
廃
棄
物
を
処
理
す
る
の
で

は
な
く
事
業
と
し
て
と
ら
え
、
高
機

能
、
低
価
格
、
多
量
生
産
に
よ
る
安

定
供
給
を
め
ざ
し
炭
化
物
市
場
を
形

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

炭
化
製
品
「
カ
ー
ボ
サ
ン
ド
」
の
用

途
と
し
て
、
園
芸
・
緑
化
、
融
雪
、

堆
肥
、
床
下
調
湿
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

紙
、
壁
紙
、
ふ
す
ま
紙
、
そ
の
他
石

膏
ボ
ー
ド
、
断
熱
ボ
ー
ド
な
ど
建
材

用
、
清
掃
工
場
の
排
ガ
ス
処
理
な
ど

が
有
望
用
途
で
あ
る
、
と
会
社
の
概

要
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
業
界
の
研
究
員
に
よ

り
、「
産
業
廃
棄
物
の
取
組
み
及
び
処

理
の
状
況
」
の
説
明
が
あ
っ
た
。

県
内
中
小
企
業
の
情
報
交
換

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議

産
廃
対
策
で
事
例
報
告

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議

型
は
両
極
に
分
か
れ
る
。

　

▽
岐
阜
県
電
器
（
商
組
）
＝
大
型

店
（
安
売
り
）
好
調
、
地
域
店
不
振
。

ま
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対

応
等
、
課
題
が
多
い
。

　

▽
岐
阜
県
自
動
車
車
体
整
備
（
協
）

＝
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン 
ス
タ
ン
ド

の
内
製
化
で
、
専
門
業
者 
の
仕
事
は

減
っ
て
い
る
。

　

▽
岐
阜
土
木
（
協
）
＝
公
共
事
業

依
存
の
業
界
で
あ
り
、
年
間
ト
ー
タ

ル
で
は
変
化
が
少
な
く
、
他
業
界
に

比
べ
悪
く
は
な
い
。

　

▽
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部 
（
協
）

＝
全
国
千
九
百
社
で
休
貨
、
休
車
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
運

用
、県
内
は
三
組
合
が
参
加
。
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変わりつつある観光客

　香港を訪れる観光客数は、1997 年 7 月の歴史的返
還前にピークを迎えた後、アジア経済危機の影響や
鳥のインフルエンザの問題などで返還後は激減して
いたが、昨年度から回復傾向にあるようである。香港
観光協会が先頃発表した統計によると、99 年の来港
客総数は1,068万人で、前年度の957万人を大きく上
回った。来港ピークだった 96 年の来港者数 1,170 万
人に迫る勢いである。来港客の内訳を見ると最も多
いのは中国本土からである。中国本土からの来港客
数は、前年比で 18.7％増の 308 万人に達し、初めて
300 万人台を突破した。中国本土だけで世界各国か
らの年間旅行客総数の 29％を占め、また消費金額も
上半期だけで総額 69 億 5 千万 HKドルとなり、今や
一番の「ドル箱」となった。2番目に多いのは台湾で
来港客数は200万人。日本は3番目に多い102万人で
前年比 7.9％増であった。ホテルの二重価格などで激
減していた日本人観光客も着実に回復しているよう
である。

香港の新観光名所

　香港全体のGDPに占めるサービス産業の割合は
約 85%と際だって大きく、また第三次産業の内、観
光業のウェイトも大きいことから、観光産業の浮沈
は香港経済に大きな影響を及ぼす。香港が買い物天
国だったのは昔のことで、経済危機で通貨が下落し
た周辺アジア諸国と比較して、米ドルにリンクした
ペッグ制からくる香港ドルの割高感が大きく、物価
は非常に高値感がある。グルメと買い物と 100 万ド
ルの夜景以外に観光客を呼び込む魅力ある観光施設
が香港では長年期待されていた。
　そこへ昨年、香港政府は観光業の起爆剤として
ディズニーランドの誘致を正式に発表した。発表さ
れた同テーマパークの青写真によると、場所は新国
際空港のあるランタオ島の東部で、テーマパーク及
び商店、レストランの総敷地面積は2万8千平方メー
トル。アトラクションは初期構想の時点で「美国大街
（メインストリート・ＵＳＡ）」、「幻想世界（ファンタ
ジーランド）」など 6種類あり、入場料は大人一人
300HKドルである。
　入場者数については、香港政府は概算で開幕初年
に500万人、完成後には1千万人の見込みと発表して

いる。さらに初年度 500 万人のうち、香港域外からの
入場者を 340 万人、そのうち「ディズニーランドを目
当て」の観光客は 140 万人と推定している。また開園
15 年後には、域外からの入場者数は 730 万人、「ディ
ズニーランド目当て」の観光客が 290 万人に増える
と予測している。

ディズニーランドの波及効果

　ディズニーランド誘致は様々な分野に波及し、大
手不動産会社が香港島西部の下町にホテルを開発す
る計画を明らかにしたり、地元デベロッパーがディ
ズニーランド建設予定地の近くで別のテーマパーク
建設計画を進めるなど、ディズニー客を狙ったプロ
ジェクトが早くも始まっている。この動きは民間企
業ばかりではなく、香港政府もディズニーランド建
設と並行して、ランタオ島の埋め立てや高速道路、海
底トンネルの建設など大規模なインフラ開発を予定
している。
　ディズニーランドは経済的効果が非常に大きく、
香港政府だけでなく議会各党も全面的に建設推進の
立場である。しかし、ディズニーランド建設が全て計
画どおりに進むかというと疑問の声もある。既に
ディズニーランドの開園が、環境アセスメントの遅
れで延期される恐れが出てきている。さらに、開発予
定地内で絶滅の危機に瀕し保護指定を受けている植
物が見つかり、この植物の移転も課題となっている。
また、最も争点となっているのは初年度 500 万人と
いう政府の入場見込みである。中国政府と香港政府
の取り決めにより設定されている本土からの旅行者
数の制限枠の問題や、高額な入場料など今後解決を
要する問題は少なくない。

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県香港駐在員　野原　英一

香港観光客事情 ～ 99 年を振り返って～

香
港
の
夜
景
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県内中小企業主要業種の景気動向
（2月調査、1月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲▲▲プ ラ ス チ ッ ク
→△▲▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲△▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△▲▲モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△▲窯 業 原 料
→△△△▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲石　 　 灰
→△△▲▲生　 コ　 ン
→△△○○砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
→△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属
→▲▲△△金　 　 型
→△△△▲機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
→▲▲▲▲輸 送 機 器
→△▲▲▲各種物産品（観　 光）

→▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△▲▲▲総 合 卸 売 業
→△△▲▲青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→▲▲△▲家 電 機 器 販 売
→▲△▲▲メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲▲▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→▲▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子
→△▲▲▲米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→△▲○▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△○△織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→△▲△△合 成 繊 維 織 物
→△△○○ニ ッ ト 雑 貨
→△△○△靴　 　 下
→▲△▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→▲▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製
→△△▲▲製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△▲▲集　 成　 材
→▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→△▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△▲▲家　 庭　 紙
→△△○○特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲▲石 油 製 品 販 売
→△△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→△▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△▲▲恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△△△車 体 整 備
→▲▲▲▲タ イ ヤ 整 備
→△△△▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→▲▲▲○高 山 旅 館
→▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲▲▲広 告 美 術

→○△△△情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作
→△▲△△飲　 食　 業
→△△▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△▲－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△○△鋼 構 造 物
→△▲▲▲電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→△△○○建　 　 具
→▲▲▲▲産 直 住 宅
→△△▲▲貨物運送（岐阜地区）
→▲▲▲▲貨 物 運 送 （ 県 域 ）

1月景況調査

で
あ
り
、特
に
食
料

品
、衣
料
品
、小
売
業

の
消
費
生
活
関
係
の

業
種
で
悪
化
が
大
き

い
。

　

全
般
的
に
、同
業

者
間
の
競
合
の
激
化
、

後
退
す
る
景
況
感

依
然
低
い
企
業
マ
イ
ン
ド

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
一
月
の
特
色
』と『
四
月
ま

で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
季
節
要
因
も
加
わ
り
、消

費
一
段
と
冷
え
込
む
②
収
益
、資
金
繰
り
の

悪
化
傾
向
が
強
い
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、マ
イ
ナ
ス　

ポ
34

イ
ン
ト
で
、前
月
比
７
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と

な
っ
て
お
り
、九
月
以
降
、景
況
感
の
後
退
が

見
受
け
ら
れ
る
。

　

売
上
の
減
少
は
営
業
日
数
の
減
少
の
た
め

販
売
価
格
の
下
降
等
、販
売
条
件
の
悪
化
が
強
く
、

収
益
状
況
並
び
に
資
金
繰
り
の
悪
化
が
目
立
つ
。

　

業
況
が
順
調
な
の
は
、情
報
サ
ー
ビ
ス
と
木
材
の

み
で
、悪
化
業
種
の
割
合
が
多
い
の
は
、食
料
品
、繊

維
・
同
製
品
、商
店
街
、サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。

　
〔
四
月
ま
で
の
見
通
し
〕四
月
ま
で
の
景
気
動
向

予
想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
当
月
実

24

績
に
対
し
、　

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
予
想
。決
算
期
の

10

プ
ラ
ス
季
節
要
因
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、売
上
予

想
が
低
い
等
、企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
さ
が
窺
え
る
。

依
然
、長
期
不
況
下
で
悪
化
が
続
い
て
お
り
、先
行

き
不
透
明
で
あ
る
。
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「
ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ
」
の
開
幕
を

21

飾
る『
ふ
る
さ
と
ぎ
ふ
ラ
イ
ブ
・
ト
ー

ク
』
が
二
月
十
八
日
、
長
良
川
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ
は
、
二
〇
〇
〇

21

年
の
一
年
間
に
県
内
全
域
で
約
千
五

百
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
も
の
で
、
今
年

一
月
中
旬
か
ら
東
濃
地
区
を
皮
切

り
に
、県
内
五
カ
所
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化－

ハ

イ
タ
ッ
チ
な
地
域
創
造
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

野
中
と
も
よ
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
清
水
み
ち
こ

（
タ
レ
ン
ト
）
、
山
本
寛
斎
（
デ
ザ
イ

ナ
ー
）
、
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
（
漫
画

家
）
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
が
岐
阜

市
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
、
歴

史
・
文
化
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
教
育
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

で
は
住
宅
免
震
装
置
、
廃
ガ
ラ
ス
再

資
源
化
タ
イ
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
、
屋
内

用
電
動
イ
ス
、
純
植
物
性
抗
菌
消
臭

剤
、
介
護
用
簡
易
洗
浄
機
な
ど
が
出

展
さ
れ
、
来
場
者
の
注
目
を
浴
び
た
。

　

ま
た
、「
成
長
す
る
企
業
の　

世
21

紀
型
経
営
」
と
題
し
、
小
門
裕
幸
法

政
大
学
教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ

た
ほ
か
、
四
社
に
よ
る
開
発
商
品
や

新
し
い
経
営
方
式
な
ど
に
つ
い
て

の
事
例
発
表
も
行
わ
れ
た
。

ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ

21

県
内
の
新
開
発
商
品
を
展
示

県
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

岐
阜
県
中
小
企
業
振
興
公
社
等

が
主
催
し
た
「
岐
阜
県
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
二
月
二
十
四

日
、
岐
阜
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
岐
阜
県
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
加
盟
の

二
十
一
社
が
自
社
製
品
・
商
品
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
新
開
発
商
品
な

　
　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
の
ア
・

（社）
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
委
員
会
主
催
の『
第
九
回
ア
・

ミ
ュ
ー
ズ
』を
三
月
六
日
か
ら
二
日
間
、グ
ラ

ビ
ス
ポ
ー
ク

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

活
性
化
と
問
屋
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、販

売
促
進
を
図
る
目
的
で
、約
七
百
社
が
参

加
し
た
。

　

販
売
促
進
は
二
日
か
ら
各
店
頭
で
、メ
ン

ズ
、レ
デ
ィ
ー
ス
、子
供
服
な
ど
の
春
夏
物
を

販
売
し
た
。フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー
で
は
、五
十
九
社

が
各
社
得
意
分
野
で
、計
百
七
セ
ッ
ト
を
発

表
し
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
バ
イ
ヤ
ー
が
品
定

め
を
す
る
ほ
か
、一
般
客
も
プ
ロ
の
モ
デ
ル
が

着
こ
な
す
新
作
に
見
と
れ
、盛
況
で
あ
っ
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、二
日
間
で
約
二
千
人

の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
し
、岐
阜
ア
パ
レ
ル
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
る
。

ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ

21

ふ
る
さ
と
ぎ
ふ
ラ
イ
ブ
・
ト
ー
ク

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜

  
全
国
洋
服
協
同
組
合
連
合
会
が
主

催
（
岐
阜
県
中
部
洋
服
商
工
業
協
同

組
合
・
協
力
）
す
る
『
ビ
ス
ポ
ー
ク

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
が
二
月
十
二
日
、

愛
知
県
芸
術
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
新
世
紀
へ

の
旅
立
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ー
ツ

の
持
つ
変
わ
り
な
い
品
格
と
セ
ン
ス

の
良
さ
を
心
が
け
、
最
新
の
デ
ザ
イ

ン
ス
ー
ツ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
、

フ
ォ
ー
マ
ル
、
ド
レ
ス
な
ど
を
披
露

し
た
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一

般
と
バ
イ
ヤ
ー
の
二
回
開
催
さ
れ
い

ず
れ
も
、
大
勢
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

ビ
ス
ポ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
Ｐ
Ｒ

ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
を
開
催

ど
を
出
展
し
た
。
主
な
新
開
発
商
品

ン
パ
レ
ホ
テ
ル
や
駅
前
問
屋
街
を
中
心
に
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、岐
阜
ア
パ
レ
ル
産
業
の
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中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加

藤
智
子
会
長
）
は
、
二
月
二
十
三
日

（
土
岐
市
・
ど
ん
ぶ
り
会
館
）・
二

十
四
日
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）
で

『
女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支
援

懇
談
会
』
を
開
催
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
女
性
の
さ
ら
な
る
経

営
意
欲
の
高
揚
と
起
業
家
精
神
の

育
成
を
目
的
に
、「　

世
紀
の
経
営

21

と
女
性
の
時
代
」
を
テ
ー
マ
に
、
澤

芳
美
中
小
企
業
診
断
士
を
講
師
に

招
き
、
懇
談
し
た
。

　

澤
講
師
は
、
①
複
眼
思
考
（
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
創
造
的
に
）
②
時

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
坂
田
彰
会
長
）
が
主
催
す
る
『
青

中
・
東
濃
版
講
習
会
』
が
三
月
三
日
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
催
さ
れ
約

二
百
人
の
組
合
青
年
部
、
組
合
員
ら

が
出
席
し
開
催
し
た
。

　

講
習
会
は
、
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
出
演
し
て
い
る
慶
應
義
塾

大
学
・
総
合
政
策
学
部
の
草
野
厚
教

授
を
講
師
に
招
き
、「
新
世
紀
・
日

本
の
進
路
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

草
野
教
授
は
、
新
世
紀
に
向
け
て

日
本
の
社
会
構
造
に
は
、
①
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
克
服
②
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
す
る
労
働
力
の
確
保
（
外

国
人
労
働
者
の
導
入
な
ど
）
③
日
本

経
済
の
市
場
開
放－

な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
、
国
際
社
会
へ
の
対
応

が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
も
国
際
情
報

に
敏
感
に
な
り
、
各
対
応
策
を
事
前

に
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き

残
れ
な
い
な
ど
の
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
草
野
教
授
は
「　

世
紀
は
、

21

青
年
経
営
者
が
主
役
。
そ
の
中
で
、

情
報
収
集
・
発
信
に
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
使
い
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

世
紀
は
女
性
の
時
代

21
女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支
援
懇
談
会

出
会
い
の
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。

  
研
修
会
で
は
、　

ソ
フ
ィ
ア
総
合
研

（株）

究
所
の
橋
本
恵
司
主
任
研
究
員
を
講

師
に
招
き
、Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
書
く
た
め
の
規
則
の
集
ま
り
）

の
基
本
に
そ
っ
て
、
魅
力
あ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
罫
線
、
リ
ス
ト
の

付
け
方
、
画
像
の
作
成
・
貼
り
付
け

な
ど
）
に
つ
い
て
、
研
修
し
た
。

新
世
紀
・
日
本
の
進
路

青
中
・
東
濃
版
講
習
会

代
の
感
性
を
磨
く
（
数
字
に
強
く
な

る
、
シ
リ
ー
ズ
化
を
考
え
る
等
）
③

熱
き
思
い
（
感
動
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
は

存
在
し
な
い
）－

な
ど
、
経
営
者
と

し
て
の
資
質
を
説
き
最
後
に
、「
経

営
と
は
、
自
分
の
立
場
か
ら
見
て
、

都
合
の
い
い
経
営
で
は
良
い
経
営

は
出
来
な
い
。
も
の
ご
と
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
経

営
理
念
を
語
っ
た
。

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
基
本
を
研
修

組
合
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
修
会

　

中
央
会
は
、
平
成
十
一
年
度
中
央

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
十
四

組
合
を
対
象
に
、『
組
合
対
象
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
研
修
会
』
を
二
月
八
日
、

二
十
四
日
の
二
日
間
、
大
垣
市
の
ソ

フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
し
た
。

　

同
事
業
は
、
中
小
企
業
情
報
創
造

発
信
強
化
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

組
合
・
組
合
員
企
業
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
、
企
業
と
の

女
性
部
等
の
支
援
懇
談
会

青
中
・
東
濃
版
講
習
会

組
合
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
修
会

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�
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中
央
会
で
は
、
岐
阜
県
地
域
情
報

化
産
業
懇
話
会
と
共
催
で
、
昨
年
来

計
画
し
て
お
り
ま
し
た
欧
州
産
業
視

察
に
つ
き
ま
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
岐
阜
支

店
の
協
力
の
も
と
、
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル

ウ
ェ
ー
を
中
心
に
視
察
団
派
遣
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は

同
じ
島
国
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
は

閉
鎖
的
な
鎖
国
時
代
を
経
験
し
た

過
去
の
歴
史
の
経
緯
か
ら
、
世
界
に

向
け
た
動
き
は
あ
ま
り
活
発
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、　

世
紀
を
目
前

21

に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
駆
的
な
国
で

あ
り
ま
す
イ
ギ
リ
ス
、
近
代
的
福
祉

国
家
に
先
鞭
を
つ
け
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

欧
州
産
業
視
察
団
員
募
集（
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

主
催
・
中
央
会
及
び
岐
阜
県
地
域
情
報
化
産
業
懇
話
会

企
業
や
風
土
を
学
び
、
海
外
と
直
結

し
た
戦
略
と
企
業
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
、次
の
と
お
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

一
、
主
催
＝
岐
阜
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
・
岐
阜
県
地
域
情
報
化
産

業
懇
話
会

　

二
、
実
施
予
定
日
＝
平
成
十
二
年

七
月
四
日
（
火
）
〜
七
月
十
二
日

（
水
）・
九
日
間

　

三
、
視
察
経
費
＝
四
六
四
、
〇
〇

〇
円（
二
十
名
編
成
の
場
合
）﹇
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
、
添
乗
員
同
行
、
通
訳
、

食
事
（
自
由
行
動
日
は
除
く
）
代
金

は
含
む
。但
し
、出
入
国
税
、空
港
税
、

　

協
定
調
印
式
で
は
、
土
野
守
市
長

ら
と
組
合
側
か
ら
砂
田
理
事
長
ら

代
表
者
が
、
高
山
市
役
所
で
協
定
書

に
署
名
押
印
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
か
ら
高
山
建
設

業
協
会
、
県
石
油
商
業
組
合
高
山
支

部
な
ど
の
各
団
体
が
、
生
活
物
資
の

供
給
や
復
旧
な
ど
で
協
力
す
る
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

水
道
施
設
復
旧
で
締
結

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合

　

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合
（
砂

田
信
博
理
事
長
）
は
二
月
二
十
五
日
、

高
山
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
水
道

施
設
の
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
協
定
は

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
を
迅
速

に
進
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

る
。

　

同
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
水

道
施
設
の
応
急
復
旧
活
動
、
給
水
活

動
の
応
援
要
請
手
続
き
、
応
援
態
勢
、

経
費
負
担
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

飲
み
物
代
等
は
別
途
必
要
﹈
＊
宿
泊

一
人
部
屋（
シ
ン
グ
ル
）利
用
の
場
合
、

四
万
九
千
円
の
追
加
料
金
が
必
要
＊

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
利
用
の
場
合
は
、
七

十
五
万
五
千
七
百
円（
お
一
人
様
）

　

四
、
主
な
視
察
先
＝
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
ミ
ル
ト
ン
キ
ー
ン
ズ
工
業
団
地

等
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
オ
ス
ロ
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
な
ど
。

　

五
、
参
加
募
集
人
員
＝
二
十
名
以

上（
最
少
催
行
人
員‥

二
十
名
）。

　

六
、
申
込
締
切
＝
四
月
二
十
日
。

　

七
、
問
い
合
わ
せ
＝
岐
阜
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
・
広
報
振
興
チ
ー

ム（　

〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇

TEL

一
）ま
で
。

コンピュータの�
 　　　　西暦22000年問題�
コンピュータの�
 　　　　西暦2000年問題�

年度末に向けて再チェックを！�

社団法人 岐阜県情報産業協会�
会　長� 辻　　　正�

〒５００-８３８４�
岐阜市薮田南５丁目１４番５３号�
岐阜県県民ふれあい会館１２階�
（岐阜県中小企業団体中央会内）�
T E L ０５８-２７７-１１０４�
FAX ０５８-２７３-３９３０�
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〈
二
月
中
〉

１
日　

岐
阜
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

２
日　

第
３
回
岐
阜
景
気
問
題
連
絡

会
議（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

３
日　

税
務
問
題
連
絡
会
議
（
県
庁

議
会
棟
）

７
日　

第　

回
岐
阜
国
土
利
用
計
画

27

地
方
審
議
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　
　

組
合
事
務
局
運
営
問
題
懇
談
会

（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

８
日　

中
小
商
業
活
性
化
支
援
事
業

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
（
三
重

県
）

９
日　

中
央
会
事
務
局
代
表
者
会
議

（
東
京
）

　
　

中
小
企
業
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
支
援

調
査
研
究
事
業
・
第
４
回
委
員
会

（
東
京
）

に
つ
い
て
の
講
演
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

　
　

中
小
企
業
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
i

n
岐
阜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
岐
阜
メ
ル

サ
）

　
　

女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支
援

懇
談
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

第
４
回
岐
阜
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

フ
ォ
ー
ラ
ム（
岐
阜
産
業
会
館
）

　
　

新
規
事
業
振
興
等
集
中
指
導
事

業
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
（
富

山
市
）

　

日　

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員

25
全
体
会
議（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

組
合
活
性
化
情
報
編
集
委
員

28
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

岐
阜
県
産
業
振
興
対
策
連
絡
会

議（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

地
域
中
小
企
業
集
積
事
業
中

29
央
会
指
導
員
等
研
究
会（
富
山
市
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

　

日　

団
体
法
及
び
中
小
企
業
施
策

10
全
般
に
つ
い
て
の
説
明
会
（
中
部
通

産
局
）

　
　

岐
阜
女
性
勤
労
懇
話
会
（
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
地
方
職
業
安
定
審
議

14
会（
県
庁
議
会
棟
）

　

日　

組
織
化
指
導
中
央
研
修
会

16
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

特
定
分
野
組
織
化
推
進
事
業

17
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会（
キ
ャ
ッ

ス
ル
プ
ラ
ザ
）

　

日　

中
小
企
業
労
働
力
確
保
懇
談

21
会（
県
庁
議
会
棟
）

　

日　

女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支

23
援
懇
談
会（
ど
ん
ぶ
り
会
館
）

　

日　

新
た
な
中
小
企
業
へ
の
取
組
み

24

平
成　

年
度
の
研
修
ご
案
内

１２中
小
企
業
大
学
校
・
瀬
戸
校

　

中
小
企
業
大
学
校
・
瀬
戸
校
で
は
、

平
成
十
二
年
度
研
修
の
う
ち
、次
の

コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
が
決

定
し
、受
講
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。

　

▽「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
シ
ス

テ
ム
構
築
法
」〜
企
業
を
変
え
る
情

報
活
用
〜
＝
内
容
は
、主
と
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
基
本
シ
ス
テ

ム
か
ら
、グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
導
入
、

ま
た
、そ
の
活
用
ま
で
を
実
際
に
パ

ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
、各
種
演

習
を
通
じ
、実
践
的
に
学
び
ま
す
。

研
修
期
間
は
、五
月
九
日
〜
十
一
日
。

受
講
料
は
、二
万
五
千
円（
税
込
み
）。

申
込
締
切
日
は
、四
月
三
日﹇
定
員

三
十
名
﹈

　

▽「
原
価
管
理
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
す
す
め
方
」〜
コ
ス
ト
を
見
直
し

体
質
改
善
〜
＝
内
容
は
、製
造
業
に

お
け
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
て
、

原
価
及
び
原
価
管
理
に
関
す
る
基
本

的
事
項
か
ら
、具
体
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
方
法
ま
で
を
、演
習
を
交
え
て
実

践
的
に
学
び
ま
す
。研
修
期
間
は
、五

月
二
十
二
日
〜
二
十
六
日
、受
講
料

は
、三
万
六
千
円（
税
込
み
）、申
込
締

切
日
は
、四
月
七
日﹇
定
員
三
十
名
﹈

　

▽「
目
標
に
よ
る
管
理
の
導
入
と

展
開
」〜
業
績
ア
ッ
プ
と
組
織
活
性

化
の
た
め
に
〜
＝
内
容
は
、前
期
で

目
標
に
よ
る
管
理
の
本
質
や
企
業
内

で
目
標
管
理
制
度
を
定
着
さ
せ
、成

功
さ
せ
る
た
め
の
手
法
を
段
階
的
に

学
び
、そ
れ
を
実
際
に
職
場
で
実
践

し
、後
期
で
そ
の
成
果
の
測
定
・
評
価
、

改
善
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、目

標
管
理
の
推
進
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
取
り
方
な
ど
を
実
践
的
に

学
び
ま
す
。研
修
期
間
は
、六
月
六

日
〜
八
日
・
七
月
三
十
一
日
〜
八
月

一
日
。受
講
料
は
、三
万
六
千
円（
税

込
み
）。申
込
締
切
日
は
、四
月
十
九

日﹇
定
員
三
十
名
﹈

　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、同
校
・

研
修
課（　

〇
五
六
一－

四
八－

TEL

三
四
〇
〇
）ま
で
。

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
組

合
の
�
政
治
的
中
立
の
保
持
�
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
組
合
、
協
同
組
合
、
企
業

組
合
等
の
中
小
企
業
関
係
組
合
は
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
第
七
条
第
三
項
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
第
五
条
第
三
項
に

『
組
合
は
特
定
の
政
党
の
た
め
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
規
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

法
の
趣
旨
は
、
組
合
の
外
部
勢
力

に
よ
り
、ま
た
、内
部
の
小
数
に
よ
っ

て
組
合
が
政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
、
今
後
と

も
法
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
の
う

え
、
組
合
運
営
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
組
合
の
名
で
特
定

な
公
職
選
挙
の
候
補
者
を
推
せ
ん

し
た
り
、
組
合
の
総
会
で
特
定
候

補
者
の
推
せ
ん
や
特
定
政
党
の
支

持
を
決
議
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

組
合
の
政
治
的
中
立
を

中
小
企
業
庁
呼
び
か
け
る

�
…
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

・

四
月
六
日（
木
）〜
四
月
十
五
日（
土
）


